














宮竹小
昭和29年～
（旧 曰佐北小）高木小

横手小

弥永西小
昭和53年～

福岡女学院
昭和34年～
平尾より移転

昭和40年～
大手門より移転

春日中
昭和29年
三筑中学校から分離、
三筑南中として開校

弥永小
昭和45年～

学院

曰佐遺跡
立川牧場（現 ハイツ立川）
大規模な牧場として多くの乳牛を飼育して

いました。

旧 寺島町
昔はお墓があったので
暗くて恐いところでした。

てらじままち

曰佐を守る二重堤防
那珂川の氾濫を防ぐため、土を盛り造った二重
の堤防がありました。堤防は人の背より高く、
付近はイモ畑になっていました。

買い物は井尻へ
昔から買い物といえば井尻。
ただし、正月の買い物は雑餉隈まで
買い出しに行きました。

イチョウが見えた！
昔は高い建物がなかったため、井尻駅から
横手の正法寺のイチョウや、小学校の隣に
あった火の見櫓が見えていました。

牧場周辺には乳牛の飼料となる「トウキビ」がたくさん

ちなみに……
スイカ泥棒にもコツがありました。

　オキテその１：見張りがいない雨の夜を狙う
　オキテその２：暗闇なので、雷が光る一瞬で
　　　　　　　 どこに獲物があるかを覚える
　オキテその３：闇に乗じて盗む
　　　　　      ※ よい子はマネしないでネ。

井尻といえども……
今は賑わっている駅前一帯も、昭和20年代
は田畑でした。
特に曰佐は養蚕が盛んで、そのために桑畑
が広がっていました。

井尻への一本道
曰佐から井尻に続く一本道の途中には街灯
や建物などは一切ありませんでした。
夕方以降は真っ暗になるので、明かりがある
宝満宮前の派出所まで、とにかく走る！！

社交場「共同風呂」
昔、村には共同（もやい）風呂があり、多くの
人で賑わいました。
曰佐にはこの他に弥永にもありました。　

も や い

川は遊び場
那珂川は子供たちにとって格好の遊び場。
時には場所を巡って老司の子供とケンカ
することも……。
河畔公園の付近には岩場もあり、そこから
飛び込んだりして遊びました。

  噂

60年ほど前、この辺に
飛行機が落下した？

  噂

触らずの森？？
今はもう森はありませんが、
「木を切ると悪いことが起こる」
などの言い伝えがあったとも……。

上曰佐大日堂
昔から眼病に効能があるといわれ
半紙に「め」と書いて貼りつけると
眼病が治るとも。
また毎年の相撲大会は昔から規模
が大きく三郡対抗だった時代も。
太宰府などへ遠征に行くことも
ありました。

  噂

お墓の近くで
火の玉を見た？

自衛隊官舎
昭和30年代、この周辺に自衛隊の
官舎が何軒か建っていたようです。

先生はここから学校へ
川の向こうに教職員住宅があったようです。
先生たちはここから学校に通いました。

ここまで通いました
昭和23～28年まで、渡辺鉄工（九州飛行機（株））の
青年学校跡地に、春日・曰佐・那珂三郡の組合立三筑中
学校（春日中の前身）があり、曰佐からも通っていました。
その後、三筑北中学（那珂中の前身）と三筑南中学（春日
中の前身）が分離。三筑中学も市立三筑中学となり、
曰佐の子供は地域によって別の中学校へ通うことに
なりました（三筑中は昭和36年に現在の三筑小学校の場
所に移転）。
組合立の時代はここに建てられたばかりだったので、
生徒は草むしりなどに駆り出されることもありました。

ここにも通いました
三筑中学校から分離し、三筑南中学校が建てられたため
曰佐や弥永などの子供たちの一部はここまで通いました。
福岡女学院はまだなく、曰佐原（おさばる）の丘でした。
周りにはほかに何もなく、茂みがうっそうとしていたので
通学路は男の子たちにとっては格好の遊び場でしたが、
女の子にとっては遠いうえ、暗くて恐い通学路でした。

遠くても同じ曰佐小生（最南）
旧  曰佐小学校はとにかく校区が広い！
かつては同じクラスメートが弥永と五十川ということも。

遠くても同じ曰佐小生（最北）
旧  曰佐小学校はとにかく校区が広い！
かつては同じクラスメートが弥永と五十川ということも。

2015年4月　福岡市博物館市史編さん室作成

赤で囲まれた地域は、かつての曰佐村の範囲です。

【曰佐村とは？】

曰佐村は、江戸時代までおおよそ「上曰佐村」「下曰佐村」「横手
村（および枝郷の平原村）」に含まれました。明治22（1889）年、
これらに「警弥郷」「井尻」「五十川」の各地域が合併し、南北4㎞
にも及ぶ「那珂郡曰佐村」が成立しました（明治29年からは筑紫郡、
昭和29〈1954〉年に福岡市と合併）。
村の子供たちは、北は五十川から南は弥永まで、みんな曰佐小学
校に通っていたのです。

出典：「ふるさと横手」（横手公民館蔵）

（市史編さん室撮影、2014年）

出典：『警弥郷の歩み  ふるさと絵史』（広田久雄、1984年）

出典：『曰佐小学校百年誌』
（曰佐小学校創立百周年記念事業実行委員会、2001年）

出典：『曰佐小学校百年誌』
（曰佐小学校創立百周年記念事業実行委員会、2001年）

今回の講座は
「市史だよりFukuoka 20号」
特集「曰佐さんぽ」を基に行いました
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3 立川牧場の様子

1

1 曰佐北小学校
（昭和29年／現 宮竹小学校）

22 明治時代の共同風呂

4

那珂川の警弥郷橋

5

5 上日佐大日堂の子供相撲
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も や い

井尻↑

↓上曰佐

「里呼ば

須玖
方面
→

曰佐
原↓

青年学校（昭和初期）

　↓
曰佐村役場（3代目）
（昭和 29年～ 曰佐出張所）
昭和 25年頃？～ 46 年頃？

　↓
曰佐村公民本館、曰佐公民館（初代）
昭和25年頃～ 46 年頃は役場の中
46年頃～ 59 年  役場移転後は単独

曰佐農協（
信用組合
昭和 17年～平成 22年

派出所（2代目）
昭和20年代？～ 50年代？

忠魂碑

火の見櫓
（２代目）

曰佐公民館（2代目）
昭和60年～平成 19年

曰佐村役場（2代目？）
明治末？～昭和 25年頃？

曰佐村役場（初代？）
明治 29年？～明治末頃？

時鐘
チャイムがない時代には

鐘を鳴らして時間を知らせた

木造校舎１
明治末～昭和 41年
その後鉄筋に建替

木造校舎２
昭和 30年代～ 40 年代末？
その後鉄筋に建替

派出所（初代）
明治 36年～昭和 20年代？

農協（2代目）
大正 15年？～昭和 17年頃

昭和 60年～

火の見櫓（初代）

水車小屋

旧  曰佐小学校
明治 7年～ 9年
須玖小学校と合併し、廃校

～大正

昭和以降

半間以下（小径）

半間以上（里道）

１間以上（里道）

県道及びそれに準ずる道

現在はない

【道ができた時代】

【当時の道幅】

※1間……約 1.8m

曰佐のメインストリート
小学校正門、役場、派出所、宝満宮、商店……

いわば「曰佐中央通り」？ でも……
かつでは砂利道で街灯もなく、夕方に

なると人も少なく子供には恐い道でも

ありました。

村の中心！
役場の建物の2階には公会堂や講堂が
あり、現在の公民館のような役割を果た
していました。いろんな会合や習い事に
たくさんの人が集いました。

ご自由にどうぞ
小学校を囲む塀はなく、校庭の中でも
勝手気まま、自由に通行していました。
体育の授業中、近所の人が買い物カゴ
を持って通り過ぎることもしょっちゅう。
しかし、体育館が焼け講堂ができると
この道は通れなくなってしまいました。

地域で見守っています
年末になると防犯のためにおじいさんが辻に立ち、子供たちや
周りの家々の安全を見守っていました。

神輿も通りました
プールの前から住吉神社へ続く道は神社の
参道として、祭の神輿なども通っていたよう
ですが、都市高と外環状道路の建設により
この道は使われなくなりました。

マエカワです
カトロン川から井尻に分岐した方の川は「前川」と
よばれていました。でもなんで……？？

川は遊び場、だけじゃない
子供は那珂川だけじゃなく、ここの川でも遊びました。
時には農耕用の馬を連れてきて川に入れ、洗う姿も見
られました。昔はとてもキレイな川でした。

曰佐のランドマーク！
正法寺境内のイチョウは、昭和40年代までは
さらに大きく、井尻からも見えたものでした。
秋になるとギンナンを拾うのも楽しみでした。

鎮魂もお花見も
忠魂碑の周りは庭のように整備されていて
近年まで毎年慰霊祭が行われていました。
桜の木があり、町内で集まって花見をするに
もよいところでした。
また、忠魂碑の脇にあった手水石は、現在
住吉神社に移され使われています。

カトロンです
昔からこの川は「カトロン川」とよばれていました。
加藤司書が釣りをしていたからともいわれます。

相撲はここでも
昔は宝満宮の境内で大人による奉納相撲
が行われていたこともありました。
あわせて弓の奉納も行われました。

なんと曰佐には砲台が
かつて、このあたりに2台の砲台がありましたが
戦後にはなくなったようです。

小学校でも農作業
役場ができる前、宝満宮の裏手には立派な農場が
あり、小学校の生徒みんなで世話をしていました。
農業学校出身の先生が指導されて、イモなどを植
えていました。収穫した作物は農協に卸します。
世話を忘れると、とても怒られました。

くすのき門もご自由に
門ができたばかりの時は、自由に出入りして校庭を
通り抜けましたが、そのうちカギがかかり、周りは塀
で囲まれ、勝手に入ることはできなくなりました。

竹やぶ

みかん畑

曰佐の肝試しエリア
昔は桑などが生い茂り、うっそうとしていました。
そのため子供たちはここを一人で歩かせるという
肝試しをして遊んでいました。

  噂

オバケが出るぞ！
「『マメショキ』という妖怪が出る」、
「ここを通ると馬の足がさがる」
などの恐い話も……。

福岡夏の風物詩はここからも
昔はもっと細い道で、川沿いで遊んだりもしました。
夏になると土手に座って、大濠で開催される西日本花火大会
をみんなで見物しました。昔の大きな山笠が見えた、という話
もありました。
また、電車の音やＪＲの汽笛も、ここまで聞こえていました。

小川にかかる橋
このあたりには昔、小川にかかる橋が
ありました。現在、川は暗きょになって
います。

日用品は揃います
学校の周辺にはスーパーマーケット（横手マーケット）

をはじめ、食堂、床屋、文具店、魚屋などが軒を
連ねていました。

明かりが見えたら一安心
井尻からの一本道は暗く、この派出所の明かりだけ
が頼りでした。派出所の明かりが見えると安心しま
したが、駐在さんは不在にしていることも多かった
ようです……。

2015年4月　福岡市博物館市史編さん室作成

出典：『ふるさとの曰佐100年』
（福岡市立曰佐小学校創立100周年記念事業実行委員会、2001年）

忠魂碑前での花見

出典：『ふるさとの曰佐100年』
（福岡市立曰佐小学校創立100周年記念事業実行委員会、2002年）

明治時代の曰佐村役場

出典：『ふるさとの曰佐100年』
（福岡市立曰佐小学校創立100周年記念事業実行委員会、2001年）

昭和の曰佐村役場（市史編さん室撮影、2014年）

旧 曰佐小学校跡地
（曰佐1号公園）

授業時間を知らせる鐘

出典：『曰佐小学校百年誌』
（福岡市立曰佐小学校創立100周年記念事業実行委員会、2001年）

出典：『ふるさとの曰佐100年』
（福岡市立曰佐小学校創立100周年記念事業実行委員会、2002年）

横手巡査駐在所

かつての曰佐小学校
（昭和29年10月撮影）

出典：『曰佐小学校百年誌』
（福岡市立曰佐小学校創立100周年記念事業実行委員会、2001年）

正法寺の大イチョウ

（市史編さん室撮影、2014年）
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